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徳島県バレーボール協会中学校専門部 便り 秋季５０記念号 

 

＝新企画＝ 

徳島県中学校バレーボールの軌跡 

平成６年（１９９４年）から始まりました「Ｖ戦士（徳島県バレーボール協会中学校専

門部便り）」は今回で５０回目を迎えました。今号より《新企画》として「徳島県中学校

バレーボールの軌跡」を連載していきたいと考えています。 

 

新制中学校から６人制バレー採用 

 

 昭和２２年（１９４７年）、新制中学校のスポーツ競技の大会が始まった。バレーボー

ル競技は１１月下旬に行われた。当時の徳島新聞によると、男子はバスケットボールで女

子はバレーボールの試合が行われた。大会名は「県下中学校バレーボール選手権大会」。

現在の「徳島県中学校バレーボール選手権大会」である。昭和３４年（１９５９年）には

「県下中学校新人バレーボール大会」がスタートした。（現在の「徳島県中学校新人バレ

ーボール大会」）現在の「徳島県中学校総合体育大会バレーボール競技」は昭和２４年（１

９４９年）からだった。 

 

 昭和４６年度からは、６人制が導入され、２年間は６人制と９人制の大会が開催された。

当時は６人制のルールが十分普及されていないため、昭和４６年度末に四国４県の上位男

女各２チームが集まり、「四国中学生バレーボール教室」が開催され、当時の交通機関が

現在のように十分ではなかったため、四国のレベルを向上させる試合がルールの説明後行

われた。 

 

 昭和４４年（１９６９年）に「全日本バレーボール少年団大会」、翌年には「全日本バ

レーボール中学生男女選手権大会」が開催された。（共に９人制）さらに、昭和４６年（１

９７１年）に「全日本バレーボール中学生選手権大会」（現在の「全国中学校体育大会・

全日本バレー中学校選手権大会」）の第１回大会が開催された。都道府県から１チームが

出場できる大会で県予選が５月下旬から６月上旬にかけて開催された。 

 

 四国中学校総合体育大会は、昭和３８年（１９６３年）に陸上競技だけが行われ、翌年

に各競技の開催が行われるようになった。徳島県中学校総合体育大会において優勝チーム

が出場できた。しかし、年度によっては「全国大会」と「四国総体」に出場したチームが
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違っていた年もあった。 

 

 当時、「徳島県中学校バレーボール選手権大会」は５月３日、「徳島県中学校新人バレ

ーボール大会」は１１月３日に大会初日で翌週の日曜日、翌々週の日曜日に大会２日目、

３日目とした。「徳島県中学校総合体育大会バレーボール競技」は７月下旬から行われた。 

特に「県中選手権大会」は、“５月３日始まりとするが、５月５日はこどもの日なのでそ

の日は大会に組み込まない”とした。 

 

 当時、他県からは大胆とも競技方法は、「県中選手権大会」「県中新人大会」において

地区予選などがないことだ。当時の中学生が徳島市外の中学生が徳島市内に行くことはな

かなかないことだった。そのため、試合会場は憧れの“徳島市内”で行われた。「県中総

体」の特徴は前年度の優勝チームは必ず翌年の「県中総体」に出場ができることだ。その

大きな理由は、『優勝旗を持参してもらわなければ困る』というものだった。 

                              

（記事は、当時の関係者の取材、新聞記事による） 

 

ＪＯＣジュニアオリンピック都道府県対抗 

        第 32 回中学バレーボール大会 

出場選手、抱負を語る 

 

男子 

ＫＫ 

徳島県代表として挨拶、練習、勝利への気力も日本一を目指します。 

ＩＨ 

チーム力を武器にベストを尽くし、全国の舞台で勝ち進みます。 

ＳＳ 

徳島県代表としての自覚を持ち、勝利を目指して戦います。 

ＮＫ 

徳島選抜の自覚と誇りを持ち高い意識でのプレーやれ意義を心がけます。 

ＦＫ 

徳島県代表としての自覚を持って自分の力を精一杯出し切ります。 

ＥＳ 

一球一球に魂を込めて１２人全員で勝利への気持ちを持って頑張ります。 

ＭＦ 

徳島県代表として、自覚と誇りを持って全力プレーをします。 

ＦＮ 

選抜選手としてふさわしい行動とプレーに努め全力を尽くします。 

ＹＫ 

得意なブロックで得点源となってチームに貢献します。 
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ＳＳ 

大会に向けてチーム一丸となり、徳島県代表として頑張ります。 

ＳＳ 

徳島県代表として、ここに行っても恥ずかしくない選手として頑張ります。 

ＳＳ 

一つ一つのプレーを丁寧に一生懸命頑張ります。 

ＴＡ 

徳島県代表として、またチーム一丸となって頑張ります。 

 

女子 

ＹＲ 

徳島県代表のセッターとしての自覚を持ってプレーします。 

ＭＫ 

ＪＯＣカップにおいてベストプレーで上位を目指すよう頑張ります。 

ＡＫ 

みんなで力を合わせて上位に残れるよう頑張ります。 

ＨＡ 

自分たちの持ち味を生かして、ベスト４以上に残ります。 

ＳＲ 

後悔のないプレーをして、ベスト４に入れるよう頑張ります。 

ＴＡ 

少しでもいい成績が残せるようにしっかり自分たちの思ったプレーができるように頑張り

ます。 

ＹＨ 

仲間とともに助け合い、最高のプレーができるよう頑張ります。 

ＯＡ 

県外の長身者に負けず、速攻を武器に勝利に貢献します。 

ＹＥ 

思い切ったプレーをすることにより、自分たちの思うバレーができるよう頑張ります。 

ＦＭ 

みんなが全力を出し、笑顔でプレーします。そして、大会を楽しみます。 

ＮＭ 

チームに貢献し、ベスト８以上を目標に頑張ります。 


